
 
 
【お知らせ】      平成３０年５月２２日 

 
 
 
 
 

 NHKは、スマホのアプリケーション（以下、アプリ）やIoT機器など
と、ハイブリッドキャスト対応テレビを連携させるためのソフトウェ
ア「ハイコネ®＊１）･ライブラリ（Hybridcast Connect Library）」を
開発しました。 

 これまでハイブリッドキャストテレビとスマホなどの連携（端末連携
機能）は、テレビ受信機メーカーごとのアプリまたはIPTVフォーラム
が推奨する共通アプリケーション（ハイコネ）によって実現されてい
ました。しかし、これらは利用シーンが限定されるため、柔軟なサー
ビス提供が困難でした。 

 今回開発したハイコネ･ライブラリにより、新規のサービス開発はも
ちろん、放送局が既に提供しているサービスやアプリにも、受信機
メーカーに依存せずに端末連携機能を組み込みやすくなり、この機能
を使用したサービス提供が容易になります。 

 このライブラリは、最新のハイブリッドキャスト運用規定＊２）にも対
応しており、テレビを見ていなくてもスマホなどのアプリからテレビ
と連携することが可能となります。例えば、スマホに送られた通知か
らワンクリックで、番組や関連した動画をテレビで視聴できるように
なります。さらに、テレビの視聴とスマホのサービスとのデータ連携
が容易になり、生活行動に密着した多様な放送サービスの創出が期待
できます。 

 5月24日（木）～5月27日（日）に開催する「技研公開2018」では、
このライブラリを活用したさまざまなサービスを展示します。今後も、
放送がより身近に、皆様の暮らしに溶け込んだメディアとなるよう、
研究開発を進めていきます。 

*１) Hybridcast Connectの略称で、端末連携機能を組み込んだ共通アプリケーション 

*２) IPTVFJ STD-0013 2.7版、ハイブリッドキャスト運用規定で改定作業中 

 

テレビとスマホや IoT機器の連携を容易に 
「ハイコネ®･ライブラリ(Hybridcast Connect Library)」を開発 
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図 1 ハイコネと連携端末通信プロトコルによる端末連携アーキテク

チャ 
 

 
 
 
 


